
平成２４年１月１３日

「キャリア教育推進連携表彰」の受賞者決定について

経済産業省と文部科学省では、学校関係者と地域・社会や産業界の関係者

等が連携・協働してキャリア教育に取り組んでいる先進事例を表彰する「キ

ャリア教育推進連携表彰」を創設し、このたび受賞者が決定しましたので発

表いたします。なお、表彰式は１月２６日に有楽町朝日ホール（東京・有楽

町）で行われるキャリア教育推進連携シンポジウム内で行います。

１．受賞企業・団体（詳細は別紙参照）

【最優秀賞】よこすかキャリア教育推進事務局

受賞理由：

学校関係者と商工会議所等が連携して組織された事務局が、地元企業から

の講師派遣や職場体験の受入れ先確保を支援することで学校における体系的

なキャリア教育を実現している。また、地域・社会との活発な交流により、

社会経験の浅い教職員の成長にもつながるといった成果を挙げている。

【優秀賞】瀬戸キャリア教育推進協議会

受賞理由：

「地域社会の資源を教育に活かす」という側面と、「将来の地域経済の発

展のため産業の担い手を育てていく」という産業振興の側面から大きな二つ

の目標を掲げている。地域の各関係者が一体となって市全体でキャリア教育

に取り組んでおり、他地域においてキャリア教育を行う際にも模範となりう

る事例である。

【優秀賞】島根県立隠岐島前高等学校

受賞理由：

過疎化・少子化の課題を抱える島前地域において、地域の独自性を活かし

ながら、学校と地域・社会や産業界が連携・協働し地域総掛かりで学校づく

り・人づくりを進めている。また、キャリア教育の普及の遅れが指摘されて

いる普通科高校が主体となって取り組み、優れた進路実績につなげている点

も評価される。



２．選出方法

・平成２３年１１月３０日の応募締め切りまでに応募いただいた、８５団体

の中から、公募要領に明記した審査基準に従い事務局により６団体を選出

しました。

・６団体の事例を、審査委員会において、事務局の推薦した下記審査委員の

方により審査いただき、受賞団体を決定いたしました。

（事務局により選出した６団体）

・ 釈迦内ＳＰ（サンフラワー・プロジェクト）（「釈迦内まちづくり協議会」内）

・ 東京商工会議所墨田支部教育支援プログラム推進協議会

・ よこすかキャリア教育推進事務局

・ 飯田市キャリア教育推進協議会

・ 瀬戸キャリア教育推進協議会

・ 島根県立隠岐島前高等学校

（審査委員）（○：委員長、五十音順）
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（本発表資料のお問い合わせ先）

経済産業政策局産業人材政策室長 水野 正人

担当者： 大野・高月

電 話：０３－３５０１－１５１１（内線 ２６７１～４）

０３－３５０１－２２５９（直通）

【文部科学省】
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担当者：酒井・蓮浦
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